
【Ｒ５年度】重点目標の取組・概要（取組名：地元の農水産物を活用した食による観光促進や事業者活性化[農業振興事業]）

担当課（内線） 農林水産課 （内線2829） 重点目標の方向性 地域経済の軸となる産業・観光の活性化

重点目標 経済・交流が活発な岸和田の実現 行政の役割 観光資源の磨き上げや新たな観光資源の創出を支援する

現状と課題

国勢調査によると本市の一次産業従事者数は、平成22年まで減少傾向に
あったが、それ以降は横ばいとなっている。農業（畜産を除く）産出量
は府内１位であるが、この間も減少するとともに、遊休農地や耕作放棄
地も存在する。一方、漁業についても、海面漁業漁獲量で府内１位であ
り、豊富な資源が存在する。しかしながら、その認知度などは芳しくな
く、資源の活用が課題となっている。

課題に対する取組の内容（めざす成果・期間・対象者・手法など）

【中期的(4～5年後)にめざす成果】
・市内で生産された農水産物が、市内飲食店等で活用・消費されることに
よって農業者・漁業者の所得向上を図ることにより、後継者の確保と一次
産業の活性化を目指す。

【成果に向けての各年度の進め方】
・令和４年度 市の農産物（彩誉人参）、水産物（クロダイ）を使ったレ
シピ等を磨き上げ、プレスリリースを実施する。
・令和５年度以降 磨き上げたレシピ等を飲食店で取り扱ってもらえるよ
う広報を実施。
・流通の面でも農協や漁協、卸売店舗等とも連携しながら取り扱ってもら
えるよう量を拡大する。
・食の磨き上げワーキンググループを予算執行の行える協議体とし、農林
水産省の農山漁村振興交付金（地域活性化型）を活用して実施（３年間事
業・交付金が採択されなければ事業費ゼロで実施）。

Ｒ５年度の事業費（内訳）

・負担金５,０００千円
（農林水産省 農山漁村振興交付金（農山漁村発イノベーション対策）
のうち農山漁村発イノベーション推進事業（地域活性化型））

Ｒ６年度以降の想定事業費（ランニング経費）

・令和６年度 ５,０００千円
（農山漁村振興交付金（地域活性化型））
・令和７年度 ２,５００千円
（農山漁村振興交付金（地域活性化型））

取組の進捗・成果を測る指標

・新しく開発したメニューの取扱い飲食店舗
数
20件（2026）

成果・指標が未達成の場合の取扱い

・事業は令和７年度（農山漁村振興交付
金終了）までとする。



【Ｒ６年度】重点目標の取組・ロジックモデル（取組名：地元の農水産物を活用した食による観光促進や事業者活性化[農業振興事業]）

ロジックモデル【事業立案時点】

その他（財源、他団体の状況、行政サービスとしての適正性について など）

財源：農林水産省 農山漁村振興交付金（地域活性化対策）

(インプット)

・負担金

(アクティビティ)

・食の磨き上げ協議会へ
負担金の交付

(アウトプット)

・市の農水産物を使った新
メニューの開発
・新メニューを使ったフェ
アの実施

【指標】
・新しく開発したメニュー

の取扱い飲食店舗数
・新しく開発したメニュー
数

(アウトカム)

(初期アウトカム) (中間アウトカム)

・市の農水産物を使った新
メニューの定着

【指標】
・取扱い飲食店舗における
提供食数

・農業者、漁業者の所得向
上

【指標】
・なし

(最終アウトカム)

・後継者の確保
・一次産業の活性化

【指標】
・認定農業者数（国版）
・漁業組合員数



【Ｒ５年度】重点目標の取組・評価シート①（地元の農水産物を活用した食による観光促進や事業者活性化）

■ 中期的にめざす成果に対する達成度

• 市内で生産された農水産物が、市内飲食店等
で活用・消費されることによって農業者・漁
業者の所得向上を図ることにより、後継者の
確保と一次産業の活性化を目指す。

■ Ｒ５年度における達成度（当初の実施予定に対する達成度）

■ Ｒ５年度において実施・実現できたこと

■ 主な「取組の進捗・成果を測る指標」の状況

• 岸和田黒鯛フェア（Ｒ６年２～３月）を実施し、漁業
者、流通卸売業者、飲食店５店舗の協力による加工し
た黒鯛の流通により、飲食店での創作メニューの提供
を実施した。観光振興団体等の協力による広報・周知
活動も加わり、期間中に合計1,000食程度を提供するこ
とができた。また、黒鯛の消費が増えたことにより、
岸和田で取り扱う黒鯛の流通価格の上昇が見られた。

測定有無 指 標 名 単位 基準値（年次） 目標値（年次） Ｒ５年度実績値

○
新しく開発したメニューの取扱い飲食店舗
数

店舗 ― 20（2026） 5

○ 新しく開発したメニュー数 品 ― 20（2026） 5

• 磨き上げたレシピ等を飲食店で取り扱ってもらえる
よう広報を実施。

• 流通の面でも農協や漁協、卸売店舗等とも連携しな
がら取り扱ってもらえるよう量を拡大する。

• 食の磨き上げワーキンググループを予算執行の行え
る協議体とし、農林水産省の農山漁村振興交付金
（地域活性化型）を活用して実施

担当課（内線） 農林水産課（内線2829） 重点目標の方向性 地域経済の軸となる産業・観光の活性化

重点目標 経済・交流が活発な岸和田の実現 行政の役割 観光資源の磨き上げや新たな観光資源の創出を支援する



■ 次年度以降の予定・改善内容

■ Ｒ５年度において実施・実現できなかったこと ■ 課題分析

• フェアに協力する飲食店舗が想定ほど集まらなかった。 • 岸和田商工会議所の協力を得て市内飲食店140店舗ほどに協
力依頼を送付したが、黒鯛の提供価格などが決まっていな
かったため、なかなか協力が得られなかった。

• 令和５年度に岸和田黒鯛フェアを実施したことで、一定の周
知が進んだと思われることから、次年度については黒鯛提供
価格を早期に決定し、飲食店の募集方法についてもより効果
的な方法を検討する。

■ ロジックモデルの振り返り

• 岸和田黒鯛フェアの実施により、一時的な黒鯛価格の上
昇が見られ、一部漁業者の所得向上につながることでア
ウトカムの発現が進んでいると思われる。

【Ｒ５年度】重点目標の取組・評価シート②（地元の農水産物を活用した食による観光促進や事業者活性化）


